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野洲川中流域の群集墳
－横穴式石室墳の分布と測量調査報告－

林 　 修 平

1 ．はじめに
　本稿で対象とする古墳群は、現在の湖南市針に所在する
古墳時代後期の群集墳である。
　古墳群は、野洲川に注ぐ針川の上流域の丘陵部から谷緩
斜面に築かれている。狐栗古墳群（湖南市針）の南方に存
在するが、同遺跡の範囲外にある。
　調査対象とする古墳群は、『甲賀郡志』（滋賀県甲賀郡教
育会編192６）（1）や、『狐栗古墳群発掘調査報告書』（水野正好
ほか19６8）（2）などで部分的報告されていたが、その詳細は
不明であったことから、古墳の詳細分布調査を実施し、本
稿はその成果報告である。
　詳細分布調査は、踏査による古墳の分布状況を確認し、
古墳分布図を作成、その範囲を確定した。そのうえで遺構
の残存状況ともに、墳丘と埋葬施設である横穴式石室の規
模を一覧表にまとめた。また、完存する横穴式石室 1基に
対して測量調査を実施し、石室図面を掲載した。

2 ．野洲川中流域の歴史的背景と古墳群
（1）野洲川中流域の古墳
　最初に本古墳群を理解する為に、野洲川中流域の歴史的
な状況を簡単にまとめておく。
　野洲川中流域は、滋賀県の東南部、現在の湖南市域にあ
たり、東に接する甲賀市とともに旧甲賀郡に属し、郡の東
南端は伊賀・伊勢に接する。
　古墳の築造は、 5世紀初め、野洲川中流域の宮の森古墳
（湖南市石部東）の築造を嚆矢とする。その後、首長墓は野
洲川上流域の水口盆地に移動し、西罐子塚古墳（甲賀市水
口町）、東罐子塚古墳（同）、泉塚越古墳（同）の 3基の首
長墓からなる泉古墳群を形成する。
　この水口盆地での地域首長の隆盛の背景には、この地が
近江から伊賀・伊勢へ抜ける交通路上の要地にあることで
あり、植遺跡の大型倉庫建物群、大型方墳の泉塚越古墳、
近江最古の須恵器窯の泉古窯など、 5世紀代の重要な遺跡
が相次いで見つかっている。
　一方、野洲川中流域では、宮の森古墳の築造以降、南岸
地域で茶臼山古墳群、二子山古墳、狐塚古墳などの10～20
ｍの小規模な円墳が確認されており、いずれも採取された
埴輪の特徴から 5世紀末から ６世紀中頃の築造と考えられ
る（3）。 ６世紀後半以降は、岩瀬谷古墳群や丸保古墳群など
の横穴式石室を埋葬施設とする群集墳が北岸地域を中心に
造営が盛んとなり、 7世紀初めには巨大な横穴式石室を持
つ塚山古墳が築かれる。
　以上のことから、野洲川中流域では、 5世紀初頭の宮の

森古墳の築造後、小規模な円墳が地域ごとに築かれ、 ６世
紀後半～末頃の群集墳の盛行を経て、 7世紀初頭に再び首
長墓が築かれる状況である。

（2）針川流域のもう一つの群集墳、狐栗古墳群
　野洲川中流域は、古墳時代後期の群集墳が比較的多く築
かれた地であるが、今回調査対象とする古墳群の周辺は、
群集墳の造営が活発ではない。特に中期古墳が築かれた若
松・針・夏見・吉永地域では、今回の調査対象とする針川
流域に存在する狐栗古墳群が唯一の事例である（図 2）。
　狐栗古墳群は、針川の東岸平坦地に築かれた21基からな
る古墳群で、昭和42年（19６7）に 7基の古墳の発掘調査が
実施された（水野正好ほか19６8）。
　報告書の調査成果による狐栗古墳群の概要をまとめると、
・古墳の築造時期は ６世紀末～ 7世紀中頃
・�古墳群は、 7つの支群から構成され、平均 3～ 4基から
なる。このうちＧ支群が大規模な古墳を擁する盟主的な
存在である

・�埋葬施設は、 ６ 世紀末～ 7 世紀前半は通有の横穴式石
室、 7世紀中頃に木棺を直葬する方形墳や小石室に変化
するが、これは小支群を踏襲して連続的に築かれる。

・�副葬品は、須恵器や土師器のほか、金環やガラス小玉な
どがあるが、武器や馬具などの副葬はみられない。

　野洲川中流域では明確な終末期の古墳群は確認されてお
らず、このことからも地域的に特異な古墳群として注目さ
れている。

3 ．古墳の分布からみた墓域と支群構成
（1）墓域の範囲
　今回の調査対象の古墳群は、狐栗古墳群から南方に約
300ｍさかのぼった針川の上流域にある。針川は標高６39ｍ
の阿星山を源流とし、山腹の急斜面を流下し、やや川幅を
広げて、緩斜面を形成しながら北流し、針集落を経たとこ
ろで由良川と合流、平野部を経て野洲川に流入する。
　古墳群は、針川が形成した谷筋を中心に、その東西の丘
陵尾根から緩斜面にかけて分布しており、狐栗古墳群を含
めた針川一帯が墓域であった考えられる。確認できた古墳
は53基、狐栗古墳群を含めると、総数74基となる。また、
今回調査した古墳群の周囲は地形改変が著しく、本来は
100基に迫る古墳が存在した可能性が高い。
　想定される墓域の範囲は、古墳の分布から、北は、針集
落南辺の谷頭、南は、谷が狭まり、山腹が急斜面となる現
在の林道家棟線付近、東は、由良川の谷、西は、南から伸
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びる丘陵尾根と考えられる。

（2）支群の構成
　墓域内部は、古墳の分布状況から 4つの支群に分かれる
ものと考えられ、これに狐栗古墳群が加わる。また、確認
できた横穴式石室は、針川に向かって開口する事例が多い
ことから、針川沿いに墓道があったことが想定され、これ
を幹道として、各支群に分岐すると考えられる。
　Ａ～Ｄの支群の区分けは、古墳のまとまりを基本とし、
それに立地している地形の変換点から導き出したが、結果
的にそれぞれの支群は、古墳の規模や分布密度に違いがみ
られた（図 3・ 4、表 1）。
①Ａ支群（Ａ 1号～23号墳）
　針川の東岸、崖上の平坦地に立地する、23基の古墳から
なる。古墳が立地する平坦地は、南北約130ｍ、東西約80
ｍ、針川に向かって北西方向に低くなる。古墳は近接して
築かれ、墳丘裾を接するものも多く、いわゆる密集型の群
集墳である。この密集型は、このＡ支群のほかには狐栗古
墳群があり、両者は針川に面した平坦地に立地する条件や
古墳の構成も非常に似ていることが注目される。
　古墳の分布をみると、中央部やや東寄りに群中最大規模
の 1号墳があり、北に隣接して、やはり規模の大きい 2号
墳がある。両古墳の墳丘規模は、群中でも突出しており、
盟主的な存在であることは疑いがない。その周辺には、直
径約10ｍ規模の 3・ 5・ 7号墳があり、やや離れて同規模
の13・14号墳がある。そして、約 7～ 8ｍの小規模な古墳
は、墓域東辺や古墳間を埋めるような形で築かれている。
　現状では、支群東辺は林道が走り、針川沿いの西辺は大
規模に地形が削平されていることから、より多くの古墳が
存在した可能性がある。
②Ｂ支群（Ｂ 1号～20号墳）
　針川の西岸、北東方向に伸びる尾根の東斜面に立地し、
針川に面する南辺はすぐ崖面となる。20基の古墳から構成
されるが、支群全域で地形の改変が著しく、墳丘が削られ
て石室が露出しているものが多い。特に支群北辺の丘陵尾
根近くの緩斜面には、石室石材と考えられる花崗岩が散在
しており、より多くの古墳が存在した可能性が高い。
　古墳は、丘陵の等高線に沿うように、南西から北東方向
に向かってＢ 1号～12号墳が列状に築かれており、その南
の針川の崖に面してＢ13号～18号墳が同じく列状に築かれ
ている。Ｂ19号・20号墳の 2基は針川の対岸に位置する
　このうち最大の墳丘はＢ 1号墳、直径10.６ｍ。次いでＢ
9号墳が直径10.4ｍ、その他は直径 7～ 8 ｍ前後の小古墳
が大半を占める。
　墳丘封土が流出している古墳が多く、正確な規模を確定
するのは困難であるが、露出する横穴式石室の大半も小規
模なものである。

③Ｃ支群（Ｃ 1号～ ５号墳）
　針川の西岸、針川に面した東側緩斜面と、北東方向に伸
びる尾根稜線の小ピークに立地する 5基の古墳で構成され
る。
　東側緩斜面は、地形改変により広い平坦面が形成されて
おり、埋没した古墳が想定されるが、現況ではＣ 1号・ 2
号墳が確認できる。
　Ｃ 1号墳は、直径11.６ｍの円墳、石室の大半は埋没する
が、玄室壁面が天井付近で急激に内傾し、天井石が 1石構
成される特徴を有し、本古墳群で確認できた唯一の穹窿天
井石室である。Ｃ 3号・ 4号は尾根小ピークに立地し、Ｃ
5号墳は、花崗岩の集まりを破壊された古墳とした。
④Ｄ支群（Ｄ 1号～ ５号墳）
　針川東岸、北東方向に伸びる丘陵の山腹に立地する。針
川に面したＤ 1号墳から東方向に展開し、Ｄ 1号からＤ 5
号墳まで約20ｍの距離がある。墓域の広大さに対して古墳
の数が少ないが、尾根ピークなど立地条件の良い適地にあ
り、Ｄ 1号・ 4号墳の墳丘・石室ともに大規模である。

４ ．横穴式石室
（1）横穴式石室の概要
　本古墳群は、横穴式石室墳で構成される後期の群集墳で
ある。そのなかには狐栗古墳群で確認されているような 7
世紀中頃の木棺直葬墳が含まれる可能性があったが、地表
面上では直葬墳の事例は確認できなかった。しかし、古墳
周辺部は地形改変が著しく、破壊された直葬墳の存在は否
定できない。
　横穴式石室は、全体的に保存状態はよくない。直径10ｍ
以上の大型墳で完存する事例は、Ａ 2 号・Ａ 3 号墳のみ
で、天井石などが外され、半壊する事例は、Ｂ 1号・Ｂ 9
号、Ｃ 1号墳、Ｄ 1号・Ｄ 4号墳があり、Ａ 1号墳は完存
するが玄門部に土砂が堆積してその詳細は不明である。直
径10ｍ以下の小型墳ともなれば、墳丘が削られて石室が露
出する事例が大半である。
　確認できた横穴式石室のうち、両袖式の事例が 9例、右
片袖式が 2例。石室の大部分は、いわゆる畿内系石室に分
類されるもので、唯一、Ｃ 1号墳が穹窿天井石室である。
　石室の石材は、古墳群周辺で産出される花崗岩が使われ
ていると考えられ、同質の花崗岩の露頭が谷奥を中心にみ
られる。

（2）Ａ 2号墳の測量成果（図 ５）
　本調査では、保存状態が良好なＡ 2号墳の横穴式石室の
測量調査を実施しており、以下、その詳細を記す。
　Ａ 2号墳は、Ａ支群の中央やや東寄り、群中で最大の墳
丘規模を有するＡ 1号墳に北に隣接する円墳。
　東西直径17ｍ、南北直径20ｍ、墳丘高は北側で2.4ｍ。
　横穴式石室は両袖式、玄室縦断面が矩形となる畿内系の
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石室。
　玄室は完存するが、羨道は天井石 3石分の範囲までは完
存するが、それより開口部までは土砂が堆積し、石材が部
分的に失われている。
【石室の規模】
　全長10.93ｍ、玄室は、幅は奥壁と玄門部で1.98ｍ、中央
で2.1ｍ、長さは右側壁で3.95ｍ、左側壁で3.93ｍ、高さは
奥壁側で現状 2ｍである。羨道は、玄門部で幅1.03ｍ、長
さは 7ｍ、高さは玄門部で現状0.89ｍである。
【玄室】
　玄室の平面は長方形、縦断面は矩形、横断面は現況床面
から約1.1ｍの高さから急激に内傾する。床面の玄室幅が
1.98ｍに対して天井部分では0.82ｍとなる。天井石は 3
石、水平に架構されるが、玄門部側 1石目は前壁に向かっ
て内傾する。
　奥壁は、基底石に大型の方形石材 2石に並べ、その上段
から中型石材を 3段積んでいる。側壁は 4石構成、 3～ 4
段積み。横長の大型石材を主体に、その間を中型石材で埋
めるように平行に積んでいる。
【玄門部】
　両袖式で、右袖は、大型石材の 1石構成、幅0.６5ｍ、奥
行き0.６4ｍ、現状の高さ0.84ｍ。一方、左袖は、大型石材の
上部に横長石材を 1石積んで高さを調整、幅は0.3ｍ、奥行
きは0.６8ｍ、現状の高さ0.7ｍである。
　前壁は一石構成、高さは0.６2ｍ。幅0.88ｍ、奥行き0.82ｍ
の石材。
【羨道】
　天井石は 3石残存し、羨門部側 1石目が約0.48ｍ高く架
構されていることに特徴がある。側壁の大半は埋もれてい
るため詳細は不明だが大型の石材は使われていないようで
ある。
【開口部・墳丘前列石】
　羨道天井石は現状で 3石残存し、これより開口部側は羨
道側壁の大半が埋没し、部分的に石材も失われているが、
側壁石材自体は開口部まで伸びる。
　また、地表面上では視認できないが、側壁石材につなが
る墳丘裾をピンポールで刺すと石材が列状に並んでいるこ
とが確認できた。
【構築工程】
　玄室の構築工程は、大きく 2工程に分けられる。 1工程
目は、玄室奥壁が基底石 2石、側壁 2段目までで、これが
羨道の高さに一致する。 2工程目は天井まで、この工程か
ら玄室側壁が急激に内傾して積み上げられる。また、玄室
側壁をみれば、奥壁側で大型石材が配されているのに対し
て、玄門側は小型石材で調整されていることから、玄室の
構築は奥壁→側壁→袖石の順番で構築されていたことが復
元できる。

【時期】
　構築時期は、玄室石材の大型化が顕著であること、両袖
式で、袖石が大型石材 1石であることから、 ６世紀末頃と
考えられる。

（3）その他の横穴式石室
　ここからは大型の横穴式石室で、比較的構造が判明して
いるＡ 3号墳、Ｂ 1号墳、Ｃ 1号墳、Ｄ 1号墳、Ｄ 5号墳
の概要を記す。
①Ａ 3号墳
　Ａ 2号墳の北東にあり、直径12.1ｍ、高さ2.3ｍの円墳。
両袖式の畿内系石室、石室全長8.92ｍ。玄室は幅1.81ｍ、長
さ3.82ｍで、天井石は 5石を水平に架構する。玄室奥壁は
3～ 4石構成、 7～ 8段積み。側壁は 5石構成、 4～ 5段
積み。Ａ 2号墳と同じく玄室側壁が、現状の床面から0.9ｍ
の高さで急激に内傾する。右袖幅0.33ｍ、左袖幅0.６3ｍ、袖
石は 2段積み、前壁 1石、高さ0.55ｍ。羨道幅0.92ｍ、長さ
5.1ｍ、羨道側壁の石材は開口部まで伸び、墳丘前列石の存
在が確認できる。
②Ｂ 1号墳
　Ｂ支群の南西端にあり、同支群では最大の規模の石室。
直径10.６ｍ、高さ1.45ｍの円墳。両袖式の畿内系石室、石室
全長7.25ｍ。玄室は幅2.08ｍ、長さ3.55ｍで、天井石が外さ
れ、内部に土砂が堆積する。奥壁は不明、側壁は横1.0ｍ、
縦0.85ｍの大型石材が使われる。右袖幅0.33ｍ、左袖幅0.６3
ｍ、羨道幅0.98ｍ、長さ3.7ｍ、袖石は大型石材の 1石、前
壁は 1石残存する。羨道側壁の石材は開口部まで伸びる。
③Ｃ 1号墳
　尾根東側急斜面から針川沿いの平坦面との変換点に位置
し、本古墳群で唯一の穹窿天井石室。直径11.６ｍ、高さ1.5
ｍの円墳。両袖式、石室全長7.1ｍ、玄室の 3分の 2の高さ
まで土砂が堆積する。現状で玄室幅2.６ｍ、長さは、右側壁
で2.34ｍ、左側壁で2.47ｍ。奥壁は 2石構成、最上段は 1石
となり急激に内傾する。側壁は 2 石構成、 2 段確認でき
る。天井石は 1 石。羨道幅1.48ｍ、長さ4.7ｍ、右袖幅0.６5
ｍ、左袖幅0.45ｍ、前壁の高さは1.0ｍ。羨道は土砂に埋も
れて詳細は不明。
④Ｄ 1号墳
　Ｄ支群の最西端、針川に面した西斜面にあり、直径15.2
ｍ、高さ1.5ｍの円墳。両袖式の畿内系石室。墳丘東側は林
道で破壊され,羨道の開口側が失われている。天井石 2 石
が石室内に転落、石室の大半は土砂が堆積する。
　玄室は、幅2.23ｍ、長さは復元すると長3.9ｍ程度とな
る。奥壁は現状で高さ約1.4ｍ、 3 石構成、 4 段確認でき
る。右袖幅は0.4ｍ、左袖幅は0.42ｍ。羨道幅は1.2ｍ、長さ
1.7ｍ残存する。
⑤Ｄ ５号墳
北に伸びる尾根先端小ピークにあり、本古墳群で最東端に
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位置し、これより丘陵が北側に張り出す。
直径12.5ｍ、高さ3.5ｍの円墳。両袖式の畿内系石室。墳丘
の東側と西側は封土が流出し、玄室奥壁部分、羨道開口部
分が失われている。
　玄室は、幅2.15ｍ、長さは復元すると4.5ｍ程度となる。
右袖幅0.5ｍ、左袖幅0.3６ｍ。羨道は3.2ｍ残存し、幅1.20ｍ
で、羨道側壁に大型石材が使用されている。

（４）本古墳群における横穴式石室の特徴
　以上、完存するＡ 2号墳と、大型で石室構造が判明する
5 基の横穴式石室を紹介した。このうち、畿内系石室 5
基、穹窿天井石室 1基であったが、玄室の平面形態や石積
みの状況から、その他の石室の大半も畿内系石室であった
可能性が高く、穹窿天井石室であるＢ 1号墳は古墳群中で
は特殊な石室に位置づけられる。
　畿内系石室は、Ｂ 1号墳をみれば、玄室奥壁基底石を大
型石材の 2石構成、玄室側壁は横長石材を平行に積み上げ
る特徴は、近江でみられる畿内系石室の特徴を有してい
る。また、羨道天井石が開口部側で一段高くなる特徴は、
近江でみられる羨道床面に段や傾斜のある石室の系譜であ
ると考えられる（林201６）。
　穹窿天井石室に関しては、石室の大半が埋もれているた
めに詳細は不明だが、玄室平面が正方形に近く、天井石が
一石で構成され、両袖式となる特徴は、大津北郊でみられ
る穹窿天井石室の特徴に類似する。
　周辺部では、野洲川上流域の高山古墳群（甲賀市水口町）
の 4号墳の玄室平面が正方形であり、同 1号墳も玄室幅が
広い傾向がみられる（甲賀市教育委員会2008）。
　現状で判明している横穴式石室の構築時期は、狐栗古墳
群の発掘調査成果を参考にすると、大型の石室は ６世紀末
頃を中心とし、小型の石室の ６世紀末～ 7世紀前半と考え
られる。

５ ．まとめ
　本稿は、これまで詳細が不明であった針川上流域の古墳
群の詳細分布調査の報告である。
　その成果をまとめると、古墳群は、針川の上流域の丘陵
斜面から川沿いの平坦地にあり、踏査の結果53基の古墳が
確認できた。
　墓域は、針川が形成した谷筋一帯と考えられ、これに狐
栗古墳群21基に、破壊された古墳を加えると、100基に迫る
古墳が築かれたと考えられる。
　墓域は 4つの支群で構成され、大型古墳を中心に墓域が
形成されるパターンや、等質な小古墳で構成されるパター
ンなど、支群によってその傾向が異なる。
　古墳群は、横穴式石室墳で構成され、その大部分が畿内
系石室と推測されるが、そのなかで穹窿天井石室を 1基確
認できた。

　古墳の年代は、確認できた石室の構造から、 ６世紀末～
7世紀前半と考えられ、狐栗古墳群では 7世紀中頃の木棺
を直葬する方形墳や小石室がある。
　本古墳群は、複数の造墓集団が、針川上流域に墓域を求
めた結果と考えられ、周辺部で同時期の群集墳が確認され
ない事実から、野洲川南岸の広い範囲から造墓活動が行わ
れたと考えられる。
　なお、本稿の執筆するにあたっては、辻川哲朗氏、宮村
誠二氏からご教示をえたほか、古墳の測量にあたっては佐
伯英樹氏のご協力をいただいた。記して厚くお礼申し上げ
ます。

註
（1）『甲賀郡志』は、「針古墳群」の節で、字山ノ神に 5基、字狐栗
に 2基（元は 5基）、字針畑に 1基の古墳があること、その他に破
壊された古墳が 4、 5基あったこと、大小の祝部土器が採取され
ているが副葬品はないことを記す。

（2）『滋賀県甲西町狐栗古墳群発掘調査報告書』は、小字狐栗、山ノ
神、八田ケ谷に古墳群があり、それぞれ狐栗古墳群、山ノ神古墳
群、八田ケ谷古墳群の名称を付している。このうち山ノ神古墳群
が本稿で対象とする古墳群のうちのＡ支群に該当すると考えら
れ、そこには3６基の古墳があったことを記す。Ａ支群で確認でき
た古墳は23基、古墳が立地する針川東岸の平坦地は、地形改変が
著しく、半壊する古墳も多いことから、これが本来の古墳数を反
映している可能性がある。

（3）茶臼山古墳群、二子山古墳からは円筒埴輪片を表面採取してお
り、狐塚古墳群からは人物埴輪の採集記録が『甲賀郡志』に載
る。埴輪の年代は宮村誠二氏のご教示による。

挿図・表典拠
図 1・ 4　湖南市都市計画図に加筆。
図 2　水野正好ほか（19６8）に拠る。
図 3・ 5、表 1　筆者作成。
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